
緊急時放出に備えた国家備蓄石油及び
国家備蓄施設の管理委託費（石油ガス分）
令和4年度概算要求額 97.0億円（103.0億円）

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業イメージ

事業目的・概要

我が国は石油ガス（LPガス）の供給の約80％を輸入に依存し

ているため、緊急時に備えて国民生活への深刻な打撃を回避す

るための備えを確保することが必要です。

我が国では、石油ガスの安定供給確保のため、石油備蓄法に

基づき定められた備蓄目標に沿って、国家備蓄を行っています。

本事業ではこうした国家備蓄基地の管理・運営等を安全かつ

効率的に実施するために必要な経費です。

令和３年度は、国家石油ガス備蓄基地の管理（基地施設管

理、修繕保全、土地保全等）、緊急放出訓練の実施等を行

います。

成果目標

石油ガスの輸入が途絶する事態等を想定し、石油備蓄法に基づ

き定められた備蓄目標（50日分：約140万トン）に沿って、国

家備蓄石油ガスを保有・管理することにより、国民生活への深刻

な打撃を回避し、石油ガスの安定供給を確保します。

福島基地（長崎県）
国

（石油の備蓄の確保等に関する法律第29条）

石油天然ガス・
金属鉱物資源機構
（JOGMEC）

民間団体等

委託 委託

福島（長崎県）
備蓄方式 地上低温

七尾（石川県）
備蓄方式 地上低温

神栖（茨城県）
備蓄方式 地上低温

倉敷（岡山県）
備蓄方式 地下常温

波方（愛媛県）
備蓄方式 地下常温

波方基地

（上：地上設備、

下：地下岩盤貯槽）

資源エネルギー庁 資源・燃料部
石油流通課


